
利
潤
を
追
い
求
め
、
潤
沢
な

オ
イ
ル
マ
ネ
ー
を
は
じ
め
と
す

る
国
際
的
な
投
機
マ
ネ
ー
が
世

界
の
金
融
市
場
を
行
き
交
っ
て

い
る
。
原
油
、
金
、
穀
物
に
代

表
さ
れ
る
商
品
先
物
マ
ー
ケ
ッ

ト
は
、
既
に
、

為
替
、
株
式
、

債
券
と
並
ぶ

金
融
マ
ー
ケ

ッ
ト
と
し
て

認
知
さ
れ
、

規
模
は
拡
大

の
一
途
。

「（
投
資
す
る
な
ら
）商
品
の
時

代
」
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
だ
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
日
本

の
商
品
先
物
市
場
は
、
こ
の
世

界
的
な
潮
流
の
波
に
乗
り
遅
れ

て
い
る
ば
か
り
か
、
商
品
取
引

員
の
営
業
規
制
が
強
化
さ
れ
た

こ
と
で
、
市
場
は
収
縮
、
逆
流

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
こ
の
思
い
を

込
め
た
。

な
ぜ
、
日
本
の
商
品
市
場
は

取
り
残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
か

―
。
時
事
通
信
社
で
ロ
ン
ド

ン
特
派
員
を
歴
任
し
、
金
融
市

場
の
最
先
端
を
目
の
当
た
り
に

し
た
経
験
か
ら
、
国
際
商
品
マ

ー
ケ
ッ
ト
の
現
状
を
報
告
す
る

と
と
も
に
、
沈
滞
す
る
日
本
市

場
の
原
因
を
独
自
の
視
点
で
分

析
す
る
。
著
者
は
、
日
本
の
商

品
先
物
業
界
は
今
後
も
劇
的
な

変
化
に
直
面
す
る
と
予
想
、
ま

た
、
そ
う
な
ら
な
け
れ
ば
成
長

は
な
い
と
指
摘
。
そ
れ
は
、「
欧

米
市
場
の
発
展
は
ル
ー
ル
を
厳

格
化
し
た
こ
と
が
背
景
」と
の

考
え
に
基
づ
く
も
の
だ
。
日
本

が
欧
米
並
み
に
な
る
に
は
、
①

先
物
市
場
を
横
断
的
に
監
督
す

る
日
本
版
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ（
先
物
取

引
委
員
会
）の
創
設
②
銀
行
、

証
券
の
参
入
③（
悪
質
な
）独

立
業
者
の
淘
汰
④
当
業
者
の
市

場
参
加
な
ど
大
改
革
が
必
要
と

訴
え
る
。

近
代
的
な
先

物
取
引
の
ル
ー

ツ
と
い
わ
れ
る

の
が
大
阪
・
堂

島
の
コ
メ
取

引
。
先
物
発
祥

の
地
で
、
時
空

を
超
え
た
先
物

市
場
の
復
活
に
は
何
が
必
要

か
。
こ
の
春
、
夢
と
希
望
を
抱

い
て
市
場
の
担
い
手
と
し
て
飛

び
込
ん
で
く
る
新
入
社
員
は
も

ち
ろ
ん
、
先
物
市
場
関
係
者
は

必
携
の
一
冊
。
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５
年
前
か
ら
趣
味
と
健
康
の

た
め
に
毎
週
土
曜
日
、
テ
ニ
ス

教
室
へ
通
い
始
め
た
。
イ
ン
ド

ア
の
冷
暖
房
完
備
な
の
で
天
候

に
左
右
さ
れ
ず
、
レ
ッ
ス
ン
は

ク
ラ
ス
別
で
１
時
間
30
分
行
わ

れ
る
。

通
い
始
め
の
頃
は
教
室
か
ら

帰
る
と
疲
れ
と
筋
肉
痛
で
ぐ
っ

た
り
で
あ
っ
た
。
レ
ッ
ス
ン
で
は

足
が
も
つ
れ
て
ず
っ
こ
け
た

り
、
膝
を
擦
り
む
い
た
り
、
慣

れ
な
い
サ
ー
ブ
の
練
習
で
肩
を

痛
め
た
り
と
散
々
だ
っ
た
。

だ
が
、コ
ー
チ
の
も
と「
目
指

す
は
ウ
イ
ン
ブ
ル
ド
ン
の
セ
ン

タ
ー
コ
ー
ト
で
す
」
な
ど
の
緊

張
を
ほ
ぐ
す
冗
談
で
、
劣
等
生

も
最
近
は
ラ
リ
ー
も
続
く
よ
う

に
な
り
、
ポ
イ
ン
ト
ゲ
ー
ム
を

が
大
挙
し
て
墓
所
に
押
し
寄
せ
、

次
々
と
石
像
の
首
を
は
ね
た
と

い
い
ま
す
。
孔
さ
ん
は
、「
歴
史
遺

産
が
破
壊
さ
れ
た
の
は
大
変
悔

し
い
が
、
も
っ
と
悔
し
い
の
は
文
化

大
革
命
の
10
年
間
、
中
国
は
一

種
の
鎖
国
状
態
に
あ
り
、
そ
の

間
、
政
治
、
経
済
、
教
育
、
軍

事
等
、
全
て
が
歩
み
を
止
め
ま

し
た
。
そ
の
間
、周
辺
国（
日
本
、

韓
国
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
等
）

は
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
、
中

国
は
取
り
残
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
10
年
間
の
遅
れ
を
取
り
戻
す

に
は
１
０
０
年
は
か
か
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
」

我
々
の
仕
事
に
お
い
て
も
同
様

の
こ
と
が
い
え
ま
す
。
日
々
続
け

る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
ま
さ
に

「
継
続
は
力
な
り
」で
あ
り
ま
す
。

私
は
約
25
年
前
、
中
国
を
訪

問
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
旅
の
途
中
、山
東
省
の「
曲
阜
」

と
い
う
町
を
訪
ね
た
時
の
出
来

事
で
す
。
曲
阜
は「
儒
教
の
祖
」

と
い
わ
れ
る
孔
子
の
故
郷
で
す
。

そ
こ
に
は
孔
子
の
墓
所「
孔
子

廟
」が
あ
り
、
孔
子
の
子
孫
が

「
墓
守
り
」を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
墓
所
に
一
歩
入
っ
た

瞬
間
驚
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
立

っ
て
い
る
石
像
の
全
て
の
首
が

は
ね
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

墓
守
り
の「
孔
」さ
ん
の
説
明

に
よ
る
と
60
〜
70
年
に
か
け
て

の
約
10
年
間
、
中
国
で
は
江
青

女
史
ら
４
人
組
に
よ
る「
文
化

大
革
命
」の
時
代
で
、
そ
の
一
環

と
し
て「
孔
子
批
判
」運
動
が
あ

り
、
紅
衛
兵
と
呼
ば
れ
る
集
団

4

テ
ニ
ス
は
楽
し
！

明
治
物
産

監
査
役

小
林
　
勇

継
続
は
力
な
り

ト
レ
ッ
ク
ス

常
務

谷
口
　
洋
司

し
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご

せ
て
い
る
。

思
い
っ
き
り
体
を
動
か
し

て
、
プ
レ
ー
に
集
中
し
、
大
量

の
汗
を
か
い
た
後
は
気
分
爽
快

で
、
そ
の
日
の
ビ
ー
ル
の
味
が

格
別
な
の
は
言
う
ま
で
も
な

い
。テ

ニ
ス
を
始
め
て
か
ら
は
風

邪
を
ひ
か
な
く
な
り
、
階
段
の

上
り
下
り
も
苦
に
な
ら
な
く
な

っ
た
。

昨
今
は
シ
ャ
ラ
ポ
ア
人
気
で

テ
ニ
ス
界
が
隆
盛
を
誇
り
、
テ

ニ
ス
人
口
が
増
え
て
い
る
こ
と

は
う
れ
し
い
限
り
で
あ
る
。
い

つ
ま
で
続
く
の
か
分
か
ら
な
い

が
、「
進
化
す
る
オ
ヤ
ジ
」は
今

日
も
コ
ー
ト
内
を
ど
た
ば
た
と

駆
け
ず
り
回
っ
て
い
る
。

息
地
で
も
あ
る
よ
う
で
す
。
ま

た
、
余
市
町
は
ニッ
カ
の
ウ
イ
ス
キ

ー
工
場
が
あ
り
、
Ｔ
Ｖ
の
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
で
よ
く
放
映
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
海
と
山
に
囲
ま
れ
、ウ
イ

ス
キ
ー
づ
く
り
に
適
し
た
理
想

的
な
自
然
環
境
の
よ
う
で
す
。

た
ま
に
行
く
ス
ナ
ッ
ク
で
入

れ
て
い
る
ボ
ト
ル
は
、「
余
市
」

と
い
う
シ
ン
グ
ル
モ
ル
ト
ウ
イ

ス
キ
ー
と
決
め
て
い
て
、
普
段

仕
事
の
忙
し
さ
の
中
で
意
識
し

な
い「
我
が
故
郷
」で
す
が
、
独

り
で
暮
ら
す
母
の
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
子
供
の
頃
自
然
の
中
で

一
緒
に
遊
ん
だ
仲
間
の
こ
と
な

ど
、
生
ま
れ
育
っ
た
田
舎
を
思

い
出
し
な
が
ら
飲
む
お
酒
は
格

別
に
美
味
し
く
、
明
日
へ
の
活

力
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

私
の
生
ま
れ
育
っ
た
田
舎

は
、
北
海
道
の
余
市
町
で
、
千

歳
空
港
か
ら
高
速
道
路
を
利
用

し
て
約
２
時
間
。
車
で
隣
の
小

樽
市
ま
で
30
分
、
札
幌
市
ま
で

１
時
間
程
度
。北
海
道
の
西
部
、

積
丹
半
島
の
東
の
付
け
根
に
位

置
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
人
口
は
、
２
万
２
、

０
０
０
人
だ
そ
う
で
す
が
、
昭

和
29
年
ま
で
は
ニ
シ
ン
漁
に
よ

り
発
展
し
、
い
わ
ゆ
る「
ニ
シ
ン

御
殿
」と
呼
ば
れ
る
く
ら
い
町

は
そ
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。

今
で
も
ニ
シ
ン
漁
の
歴
史
を
物

語
る
水
産
博
物
館
や
重
要
文
化

財
の
建
物
が
あ
り
ま
す
。

今
で
は
ニ
シ
ン
に
代
わ
っ
て「
エ

ビ
」、「
イ
カ
」、「
カ
レ
イ
」漁
が
盛

ん
に
行
わ
れ
、
北
限
の
鮎
の
生

我
が
故
郷

第
一
商
品

取
締
役

浅
野
　
信
行

（
順
不
同
）
 

昭
和
43
年
３
月
、
豊
商
事
に

入
社
し
て
早
い
も
の
で
こ
の
春

で
40
年
目
と
な
る
。
私
は
島

根
・
広
島
県
境
の
山
村
に
生
ま

れ
育
ち
、
の
ん
び
り
と
高
校
生

活
を
過
ご
し
て
い
た
。
そ
ん
な

私
に
転
機
が
訪
れ
た
の
は
、
受

験
を
終
え
、
帰
宅
し
た
翌
朝
だ

っ
た
。
両
親
が
私
の
前
で
正
座

し
、
当
時
父
が
営
ん
で
い
た
会

社
が
も
う
だ
め
な
の
で
、
進
学

を
あ
き
ら
め
て
く
れ
と
言
わ
れ

た
の
だ
。

就
職
し
よ
う
に
も
見
つ
か
ら

ず
、
途
方
に
暮
れ
て
い
る
と
、

知
人
か
ら
現
在
の
会
長
・
社
長

の
母
上
様
を
紹
介
し
て
頂
き
、

入
社
が
決
ま
っ
た
。

多
々
良
義
成
会
長（
当
時
専

務
）の
写
真
を
片
手
に「
頭
ひ
と

つ
大
き
い
人
が
い
る
か
ら
、
す

ぐ
に
わ
か
る
と
思
う
よ
」と
い

う
言
葉
だ
け
を
頼
り
に
、
学
生

服
姿
で
東
京
駅
に
降
り
立
っ
た

の
が
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
さ

れ
る
。

そ
れ
以
来
、
業
務
畑
一
筋
に

歩
ん
で
き
た
私
は
、
調
子
が
良

け
れ
ば
仲
間
と
祝
杯
、
悪
け
れ

ば
ヤ
ケ
酒
、
そ
れ
が
た
た
っ
た

か
、
50
を
過
ぎ
て
身
体
の
あ
ち

こ
ち
に
ガ
タ
が
き
て
い
る
状
態

だ
。
し
か
し
、
も
う
ひ
と
ふ
ん

ば
り
。
二
人
の
息
子
の
う
ち
一

人
は
昨
年
結
婚
し
、
も
う
一
人

も
今
年
中
に
は
そ
の
予
定
だ
。

「
孫
は
か
わ
い
い
」と
み
ん
な
が

言
う
の
で
、
そ
の
時
を
楽
し
み

に
相
場
に
向
か
っ
て
い
る
毎
日

だ
。

早
い
も
の
で

豊
商
事取

締
役

浦う
ら

栃と
ち

健

の
取
引
所
が
覇
を
競
っ

て
い
た
時
代
の
こ
と
、

全
商
連
会
長
職
は
業
界

の
顔
で
も
あ
っ
た
。
当

時
、
木
村
氏
は
大
阪
三

品
取
引
所
の
理
事
長
だ

っ
た
。
祝
辞
の
最
後
を

締
め
く
く
っ
た
の
は
全

国
取
引
員
協
会
連
合
会

（
全
協
連
）会
長
の
多
々

良
義
成
氏
。
通
産
省
の

商
務
サ
ー
ビ
ス
産
業
室

長
の
江
崎
格
氏（
現
商

工
中
金
理
事
長
）と
の

名
コ
ン
ビ
で
金
市
場
作

り
の
先
頭
に
立
っ
た
。
商
品
取

引
員
の
１
割
し
か
金
市
場
の
取

引
員
に
な
れ
な
か
っ
た
点
で
複

雑
な
思
い
だ
っ
た
と
い
う
。
引

出
物
は
金
色
の
エ
ン
ピ
ツ
１
ダ

ー
ス
だ
っ
た
。

２
年
後
、
昭
和
59
年
１
月
26

日
に
は
銀
、
白
金
が
追
加
上
場

さ
れ
、
平
成
４
年
に
は
パ
ラ
ジ

ウ
ム
が
加
わ
り
、
貴
金
属
４
品

を
同
時
上
場
す
る
世
界
唯
一
の

取
引
所
と
な
る
。
い
ま
商
品
先

物
市
場
の
吹
く
ア
ゲ
イ
ン
ス
ト

の
風
を
モ
ロ
に
受
け
な
が
ら

も
、
東
工
取
貴
金
属
市
場
は
こ

れ
か
ら
も
力
強
い
歩
み
を
続
け

る
こ
と
だ
ろ
う
。

２
月
中
旬
以
降
、
会

員
売
買
高
の
回
復
の
兆

し
が
伺
え
ま
す
が
、
来
年

度
は
会
費
収
入
の
大
幅

な
減
収
を
見
込
ん
だ
事

業
計
画
・
収
支
予
算
と
な

り
ま
す
。

事
務
局
で
は
、
経
費

節
減
を
心
が
け
、
効
率

的
・
効
果
的
な
取
組
を
行

い
、
業
界
の
健
全
な
発
展

と
会
員
各
社
が
伸
び
て

い
く
た
め
の
事
業
展
開

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

会
員
の
役
員
・
社
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ご
理
解
の
う
え
、
引

き
続
き
協
会
運
営
に
ご

協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
金
取
引
所（
現
東
工
取

貴
金
属
市
場
）が
誕
生
し
て
ち

ょ
う
ど
、
四
半
世
紀
が
経
っ
た
。

渡
辺
佳
英
理
事
長
が
吐
露
し
た

「
小
さ
く
産
ん
で
大
き
く
育
て

る
」の
名
言
通
り
、
今
や
日
本

最
大
の
先
物
市
場
に
育
っ
た
。

Ｎ
Ｙ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
市
場
に
伍
し
て
、

世
界
を
代
表
す
る
貴
金
属
市
場

と
し
て
、
時
々
刻
々
、
国
内
外

に
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
相
場
を
発
信
し

続
け
る
。

東
京
金
取
引
所
が
産
声
を
上

げ
た
の
は
昭
和
57
年（
１
９
８

２
）３
月
23
日
、
午
前
10
時
30

分
の
こ
と
だ
っ
た
。
初
立
会
に

先
立
ち
、渡
辺
理
事
長
が
挨
拶
、

田
淵
守
市
場
管
理
委
員
長（
三

井
物
産
常
務
）の
手
締
め
に
続

い
て
セ
リ
が
始
ま
っ
た
。
多
く

の
報
道
陣
が
見
守
る
中
、
三
井

物
産
が
２
、
６
２
０
円（
６
月

限
）の
出
し
値
を
唱
え
る
と
、

売
り
ハ
ナ（
売
り
玉
不
足
）と
な

り
、
小
競
り
合
い
の
後
、
２
、

６
３
０
円
の
初
値
が
つ
い
た
。

初
日
の
出
来
高
は
、
６
、
７
、

８
月
限
合
わ
せ
て
１
、
０
２
６

枚
だ
っ
た
。

こ
の
記
念
す
べ
き
初
立
会
を

迎
え
る
に
当
た
っ
て
東
金
取
で

は
セ
リ
の
特
訓
を
行
っ
た
。「
森

市
場
課
長
の
指
示
に
よ
り
、
１

回
の
手
振
り
は
50
枚
以
内
に
限

定
し
、
ハ
ナ
取
り
は
、
相
当
程

度
セ
リ
が
行
わ
れ
た
後
で
行
う

こ
と
と
し
た
」
と
、
当
時
、
東

金
取
理
事
長
と
し
て
市
場
作
り

に
裏
方
役
で
尽
力
し
た
坪
井
秀

雄
氏
は
記
し
て
い
る
。

初
立
会
が
終
わ
る
と
、
ホ
テ

ル
オ
ー
ク
ラ
・
平
安
の
間
に
場

所
を
移
し
、
12
時
30
分
よ
り
開

所
式
典
が
行
わ
れ
た
。そ
し
て
、

岡
達
夫
常
務
理
事
の
司
会
で
披

露
パ
ー
テ
ィ
ー
に
移

る
。
30
年
ぶ
り
の
商

品
取
引
所
の
誕
生
で

あ
り
、
し
か
も
ゴ
ー

ル
ド
と
い
う
「
通
貨

と
商
品
」の
２
つ
の
顔

を
持
つ
超
ビ
ッ
グ
な

商
品
の
上
場
と
い
う

二
重
の
意
味
も
あ
っ

て
、
出
席
者
は
８
０

０
余
名
に
上
っ
た
。

４
名
の
来
賓
か
ら

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

ま
ず
最
初
が
通
産
大

臣
の
安
倍
晋
太
郎

氏
。
安
倍
氏
が「
金
の
公
設
市

場
を
作
ろ
う
」と
の
ろ
し
を
上

げ
て
、
わ
ず
か
１
年
３
カ
月
後

に
産
ま
れ
た
の
だ
か
ら
、
安
倍

氏
は
文
字
通
り
金
市
場
の
産
み

の
親
と
い
え
る
。

次
に
挨
拶
に
立
っ
た
の
が
参

議
院
議
員
の
斎
藤
栄
三
郎
氏
。

自
民
党
の
金
市
場
問
題
懇
談
会

の
座
長
と
し
て
安
倍
氏
の
意
を

体
し
て
奮
闘
し
た
人
物
。
商
品

先
物
市
場
の
よ
き
理
解
者
と
し

て
多
方
面
か
ら
先
物
市
場
の
育

成
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
は
大
き

い
。次

い
で
は（
社
）全
国
商
品
取

引
所
連
合
会
の
木
村
修
吉
会

長
。
な
に
し
ろ
、
全
国
20
カ
所

「
国
際
商
品
市
場
リ
ポ
ー
ト

―
繁
栄
す
る
米
欧
、
沈
滞
す
る
日
本
―
」

倉
沢
章
夫
著
（
同
友
館
、
税
抜
き
１
、
８
０
０
円
）

劇
的
な
変
化
に
直
面
す
る
と
予
想

披露パーティーで祝辞を述べる安倍通産大臣

開所式で式辞を述べる渡辺理事長

金
市
場
産
み
の
親

開
所
披
露
パ
ー
テ
ィ
ー
に
800
人 

５７
年
3
月
23
日
　
引
出
物
は
金
色
鉛
筆

初
値
2
、
6
3
0
円


